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第 ２ 部 
 

「ニホンザル（ニホンザル生息域のアカゲザルとニホンザルの交雑個体を含む）

の保護管理事業について」 
 
１ 平成２３年度調査及び保護管理事業について 

 

（１）平成２３年度調査について 

  ① 電波発信機の装着 

８頭に電波発信機を装着し、放獣した。 

② 群分布調査 

    群れの分布を把握するため、追跡調査等を実施した。 

  ③ 群追跡調査 

    １４群において、群れ管理を進めるために必要な、群れごとの行動域、

個体数等を把握するため、電波発信機装着群を追跡調査した。 

 

稼働電波発信機数及び追跡調査実施群（グレー表示） 

稼働電波発信機数 市町村 群 

H22 年度 H23 年度 

備考 

梅ヶ瀬 A 群 １ １ 旧梅ヶ瀬 

梅ヶ瀬 B 群 １ １  

柳川群 １ ０  

市原市 

 ０ １（＋１） 不明地域 

石神地区でメス１頭に装着 

平沢群 １ ０  大多喜町 

 ０ ０ 不明地域 

上植野群 １ ０  

法花群 １ ０  

サワの群れ １ １  

鵜原群 ２ ３（＋１） 平成２２年度装着個体（未調

査）、調査の結果、鵜原群構

成個体であった 

部原群 ３ ２（－１）  

大沢群 １ ０ ※ 

興津群 ２ ２  

未調査 １ ０（－１） 平成２２年度装着個体（未調

査）、調査の結果、鵜原群へ 

勝浦市 

 ０ ０ 不明地域 

鴨川 A 群 １ ０（－１） ※ 

鴨川 C 群 １ ０（－１）  

鴨川市 

 ０ ０ 不明地域 

元名群 ４ ３（－１） 行動域の約半分が富津市 鋸南町 

鋸南 C 群 ２ ２（＋２） メス２頭に装着 
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鋸南 D 群 １ ０（－１）  

市部瀬群？ １ １（＋１） メス１頭に装着 

 ０ ０ 不明地域 

木更津市  ０ ０ 全域不明地域 

粟倉群（仮称） １ ０（－１） ※ 

旅名 A 群 １ ０（－１）  

君津市 

 ０ ０ 不明地域 

T－Ⅰ群 １ ３（＋２） オス１頭、メス１頭に装着（オ

ス１頭は T－１群？） 

T－Ⅱ群（仮

称） 

２ １（－１）  

石見堂群 ３ １（－２） 行動域の一部が大多喜町に

及ぶ 

恩田群？ ０ １（＋１） オス１頭に装着 

群れ確定に至っていない 

富津市 

 ０ ０ 不明地域 

   ※電波発信機の脱落や発信停止等により調査を中断したもの 
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④  調査結果 
市
町
村 

群 行動域 個体数 被害 交雑が
疑われ
る個体 

加害レベルの判定 

梅 ヶ 瀬
A 群 

市原市梅ヶ瀬
渓谷付近を遊
動（5.8ｋｍ2）山
林が多く占め、
隣接して宅地や
農地がある。 

１２ 住宅に庭で柿を
採食 

１ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 

市
原
市 

梅ヶ瀬
B 群 

市原市石堂地
区を遊動（7.5ｋ
ｍ2） 
山林が多く占
め、隣接して宅
地や農地があ
る。 

６９ 山林と隣接した
農耕地や住宅の
庭で農作物被害
が発生してい
る。人家や小屋
の屋根上を歩く
行動を確認した 

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 

サワの
群れ 
（串浜
群の可
能性） 

勝浦市串浜を
遊動（1.5km2） 
山林が多く、宅
地や小規模な
農耕地が山林
内に点在 

― 山林と隣接した
農耕地や住宅の
庭でミカン（実）
の食痕を確認 

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：分布域が拡大する可
能性 

鵜原群 勝浦市松部、吉
尾、鵜原、守
谷、興津（3.2→
3.3km2） 
山林が多い 

― 山林に混在、隣
接した小規模な
農耕地や住宅の
庭で農作物被害
が発生、ナツミカ
ン（実）を観察、 

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 

部原群 勝浦市川津、沢
倉、新官、部
原、御宿町浜を
遊動（4.2km2） 
市街地が多く、
住宅や小規模
な農耕地、山林
と隣接 

１０ 山林に混在、隣
接した小規模な
農耕地や住宅の
庭で農作物被害
が発生、人家の
屋根を移動に利
用 

４ 
（昨年
度：５） 

判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：分布域が拡大する恐
れ 
※行動域は人の生活圏と重なる 

大沢群 勝浦市大沢、台
宿（広畑）、鴨川
市小湊、内浦を
遊動（1.8ｋｍ2） 
人家や耕地は
少ない 

２２ カキ（実）、人慣
れしている様子
はない 

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
群れの状況：分布域の拡大の可能
性は低い 

勝
浦
市 

興津群 勝浦市興津、興
津久保山台、植
野、上植野を遊
動（5.0km2） 
山林に耕地が
混在 

１０２
以上 

山林に混在、隣
接した小規模な
農耕地や住宅の
庭での農作物被
害が発生 

２ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：分布域の拡大の可能
性は低い 

鴨
川
市 

鴨川 A
群 

鴨川市西町、東
町を遊動（0.8→
0.3km2） 
ほぼすべてが
山林 

― 
 

山林と隣接した
農耕地や住宅の
庭での農作物被
害が発生 

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：分布域の拡大の可能
性は低い 

鋸
南

元名群 鋸山付近から
海岸（6.2→

― 山林に隣接した
小規模な農耕地

０ 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
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6.9km2） や住宅の庭での
被害が発生 

加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：群れが分布する可能
性 

町 

鋸南 C
群 

0.1km2 ―  2 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
群れの状況：群れが分布する可能
性は低い 

君
津
市 

粟倉群
（仮称） 

君津市市宿、清
和市場、西粟
倉、東粟倉（0.8 
km2、装着個体
死亡により、調
査中止） 

10 今年度調査では
被害の確認はで
きなかった。人
への警戒心は高
い。銃による駆
除の影響と推
測。 

0 判定基準：４～６ 
生息域：コアエリア外 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 

T－Ⅰ
群 

鹿野山の南、富
津市～君津市
（6.5→2.8 km2） 
S55 年当時、主
に現コアエリア
A 内を利用して
いたが、行動域
を北側に移動さ
せている。 

6～
101 

山林に隣接した
農耕や宅地の庭
で農作物被害が
多発。他の群れよ
り人から慣れして
おり、農作物への
依存が高く、追跡
個体群の中で最
も加害程度が高
い。 

０ 
（昨年
度：１） 

判定基準：３ 
生息域：コアエリア内と周辺 
加害：有 
加害の程度：農作物への依存が高

い、人への危害の可
能性 

群れの状況：群れが分裂及び分布
域が拡大する可能性 

無対策時の被害の大きさ：大 
コアエリア A から外へ 

T－Ⅱ
群（仮
称） 

富津市高溝、宇
藤原、大田和、
東大和田、大川
崎、関。コアエリ
ア A を含む（2.3
→2.9km2） 
昨年度確認さ
れなかった国道
456 号線以北、
県道 88 号以西
に遊動を確認 

― 今年度調査では
被害の確認はで
きなかった。 

０ 判定基準：２～３ 
生息域：コアエリア内と周辺 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 

石見堂
群 

コアエリア A を
中心とした富
津、君津市境域
（15.7→6.0km2） 

― 
（100 頭

級） 

今年度調査では
被害の確認はで
きなかった。 
年々人への警
戒心が薄れてい
る。 

 判定基準：２～３ 
生息域：コアエリア内と周辺 
加害：有 
加害の程度：人への危害の可能性 
群れの状況：群れが分裂及び分布
域が拡大する可能性 

富
津
市 

恩田群      
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（平成２３年度ニホンザル生息状況等報告書より） 
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⑤ 農業被害状況（アカゲザル等を含む） 

ニホンザル（アカゲザル等を含む）の農業被害金額・被害面積の推移
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農業被害金額は段階的に減少しており、平成２３年度の被害金額（１７，

７２４千円。被害金額全体の約５％）は、平成４年度被害金額（１００，

０３１千円）の約１８％にまで減少している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   天然記念物の指定地域を抱 

                  える富津市及び君津市での被 

                  害が目立ち、両市で県の被害金 

が多く、全             額の３７～５６％を占める。 

                   他では、市原市、大多喜町、 

                  鴨川市、鋸南町の被害割合が概 

                  ね１０％を超えている。                  

 

平成22年度市町別農業被害金額割合
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平成21年度市町別農業被害金額割合
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平成23年度市町別農業被害金額割合
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過去３年間の作物別被害金額の推移

平成21年度 3,066 15 470 29 8,262 1 5,149 497 0 6,855 298 24,641.

平成22年度 5,926.4 0.0 319.0 51.5 10,080. 105.0 4,738.2 667.6 0.0 4,283.9 203.5 26,375.

平成23年度 5,199 0 846 20 4,340 1,535 3,886 1,406 0 448 45 17,723.

稲 麦類 豆類 雑穀 果樹
飼料
作物

野菜 いも類
工芸
作物

特用
林産
物

その
他

計

 

被害作物は、果樹が最も多く、他に、稲、野菜、特用林産物に比較的多

くの被害が発生している。 

 

 ⑦ 市町村による捕獲の状況 

(頭) 

わな 
市町村 銃器 

くくりわな 囲いわな 箱わな わな種不明 
わな合計

銃器・わ
なの別不

明 
合計 

市原市 
5 
7 

0 
0 

0 
0 

6 
4 

0 
0 

6 
4 

0 
0 

11 
11 

勝浦市 
98 
13 

2 
22 

0 
0 

24 
7 

0 
0 

26 
29 

0 
0 

124 
42 

大多喜町 
41 
30 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

10 
45 

10 
45 

0 
0 

51 
75 

鴨川市 
318 
292 

59 
68 

4 
6 

44 
52 

0 
0 

107 
126 

0 
0 

425 
418 

南房総市 
5 
5 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

5 
6 

鋸南町 
20 
18 

1 
2 

0 
0 

56 
37 

0 
0 

57 
39 

0 
0 

77 
57 

君津市 
104 
59 

0 
7 

0 
0 

25 
21 

0 
0 

25 
28 

0 
0 

129 
87 

木更津市 
0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
1 

0 
0 

0 
1 

富津市 
170 
167 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

2 
1 

2 
1 

0 
0 

172 
168 

合計 
761 
591 

62 
100 

4 
6 

155 
122 

12 
46 

233 
274 

0 
0 

994 
865 

※上段：平成２２年度、下段：平成２３年度   

※捕獲方法別捕獲数の割合を平成２２年度と平成２３年度を比較すると、銃器に

よる捕獲から、わなによる捕獲にシフトしつつある。 
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（銃器：平成２２年度が約７７％、平成２３年度が約６８％、わな：平成２２年

度が約２４％、平成２３年度が約３２％） 

 

 

２ ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業の結果及び公表について 

 

（１）ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業の結果について 

「平成２０～２３年度ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業報告書」

（案）のとおり。 

 

（２）ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業の公表について 
 第１回ニホンザル、アカゲザル合同検討会での検討を経て、１２月末まで

に「平成２０～２３年度ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業報告書」

を県庁 HP で公表するとともに、環境省、市町村等関係機関に送付。 
 

 

３ 平成２４年度調査及び保護管理事業について  

（１）平成２４年度調査について 

交雑率が比較的高く、アカゲザル等のニホンザル生息域内への侵入口

と考えられる鋸南町において、サルを捕獲し、電波発信機の装着・放獣

し、電波発信機装着個体を追跡することにより、群れの行動域を把握す

る。また、捕獲個体は千葉 H20-M15 検査法による交雑検査を行い、群れ

ごとの交雑状況を調査する。 

他の地域につては、電波発信機を利用した加害群の追い払い等の被害

防止を実行できる見込みのある地域において、電波発信機の装着を行う。 

なお、交雑個体を放獣しないよう、尾が長いなど交雑が疑われる場合

は安楽殺処分し交雑率の低下を図る。 

 

（２）平成２４年度保護管理事業について 

① 野生猿鹿保護管理事業の実施 

市町の捕獲事業に対し、引き続き支援する。 

 

    ② 電波発信機を利用した追い払い研修の開催 

     電波発信機を利用した追い払い研修を開催し、電波発信機を利用し

た群れ管理の普及を図る。 

 

    ③ 市町のニホンザル保護管理計画の作成促進 

     群れごとの管理による被害対策を進めるため、市町のニホンザル保

護管理計画の作成を促進する。 
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    ④ 交雑個体の排除 

     県で捕獲したサルについては外見交雑判定を行い、交雑が疑われる

個体については、安楽殺処分し交雑率の低下を図る。 

 

 （３）その他 
   ①第１回ニホンザル及びアカゲザル合同作業部会（H24.5.29 千葉市） 

    平成２４年度調査及び保護管理事業等について検討 

 

②ニホンザル及びアカゲザル市町担当者会議担当者会議（H24.7.30 君津市） 

 県内のニホンザル及びアカゲザルの状況、県のニホンザル保護管理事

業及び外来種緊急対策事業（アカゲザル）、電波発信機を利用した群れ管

理や市町のニホンザル保護管理計画の必要性について説明 

 

③第２回ニホンザル及びアカゲザル合同作業部会（H24.12.4 千葉市） 

ニホンザル保護（交雑モニタリング）事業の結果及び公表について検討 

 


